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研究成果の概要（和文）：本研究は、国際移民の社会経済的地位上昇の可能性について、主とし

て日系ブラジル人を事例に明らかにする。ブラジル人の多くは、間接雇用をはじめとするフル

タイムの非正規雇用に従事するが、かれらの一部は、より安定した直接雇用のフルタイムの仕

事に従事している。その規定要因について分析を行ったところ、学歴、就業経験、日本語能力、

滞在年数などの人的資本の効果が限定的であり、社会関係資本やマクロな制度的状況の影響が

大きいことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study argues how Brazilian immigrants in Japan attain the 
socioeconomic advancement. Many Brazilian immigrants in Japan have been involved in 
dispatched employment controlled by labor brokerage agencies, and their employment is 
highly unstable in the labor market. Nevertheless one in ten Brazilian workers have been 
employed directly by firms, not employment intermediaries. Empirical evidence suggests 
that while the human capitals of Brazilian immigrants have weak influences on the 
likelihood of getting stable employment, their social capital and institutional settings 
surrounding immigrants in Japan have substantial impacts on the likelihood of attaining 
the direct employment.   
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１．研究開始当初の背景 
 1990 年代以降、日本の国際移動や国際移
民を対象とする研究が、実態調査にもとづき
活発に行われており、都市社会学や地域社会、
産業構造・労働市場に注目する研究は、本研
究も参照するべきものである。しかし先行研

究の多くは、インタビューやフィールドワー
クを用いた少数事例を追跡する質的調査に
もとづくものであり、大規模標本を用いた量
的調査は、あまり行われてこなかった。他方
で、アメリカやヨーロッパ諸国の移民研究で
は、計量分析の手法を用いて、社会階層論の
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理論枠組みを活用する研究が盛んに行われ
てきた。さらに近年では、国際移民の階層移
動について、国際比較研究も行われている。
しかしこれらの先行研究も、比較の範囲は西
洋諸国に限定され、アジア諸国の国際移民を
対象とする研究は、応募者のこれまでの研究
を除きまったく行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本における国際移民の社会経
済的な地位上昇の可能性について、日系ブラ
ジル人を主たる事例として明らかにするこ
とをめざす。具体的には、以下の点に注目す
る。第 1 に、国際移民の社会経済的上昇移動
を適切にとらえる分析モデルを構築し、実際
に日本の国際移民の上昇移動を阻害する要
因を特定化する。第 2 に、地位上昇を果たし
うる層に焦点を当て、詳細な分析を加えるこ
とで、かれらの移動のプロセスを明らかにす
る。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、日系ブラジル人を事例として、
国際移民の社会経済的上昇移動のプロセス
やその経路を明らかにすることを目的とし
ている。そのために本研究では、これまでの
先行研究があまり採用してこなかった計量
的アプローチを用いて、分析を行った。具体
的には、静岡県庁が 2007 年に静岡県内に居
住するブラジル国籍者を対象に行われた「外
国人住民の労働と生活についての実態調査」
によって得られた個票データを用いて、分析
を行った。 
 
 
４．研究成果 
 国際移民の社会経済的上昇移動のプロセ
スやその経路を明らかにするために、次の３
つの指標に着目して、その規定要因に関する
分析を行った。それらは、間接雇用と直接雇
用といった従業上の地位、本人の所得、およ
び、世代間での上昇移動の可能性を探索する
ための子どもの教育達成、である。 
従業上の地位についての分析では、次の点

が明らかになった。第 1に、本人の学歴、日
本語能力、滞在年数といった人的資本の効果
は、一部で上昇移動を可能にするものもみら
れたが、きわめて限定的な影響力しかもって
いなかった。第 2に、雇用の流動化の進展す
る日本社会において、近年になるほど、ブラ
ジル人の安定的な直接雇用への移動が困難
になっていることが明らかになった。第3に、
国境を越えて形成されたジョブ・マッチング
の制度を利用して来日するものほど、来日時
の非正規雇用への移動を強めていることが
明らかとなった。 

第 4に、社会関係資本の効果について検討
したところ、結束型のブラジル人同士や親族
との社会関係資本よりも、日本人との橋渡し
型の社会関係資本の方が、不安定な間接雇用
の仕事から、より安定的なフルタイムの直接
雇用の仕事への移行を可能にしていた。この
研究では、全体として、日本の労働市場をめ
ぐる制度編成やそれにもとづいて形成され
た国際移住のシステムに、日系ブラジル人の
上昇移動の可能性が大きく制約されている
ことが明らかとなった。社会関係資本という
点では、ブラジル人の多くは、エスニックな
紐帯を活用する傾向が強いが、上昇移動のた
めには、日本人との紐帯が重要であることが
明らかとなった。 
所得についての分析では、とりわけ、男女

比較を重視して分析を行い、以下の諸点が明
らかとなった。第 1に、男女いずれも、人的
資本の所得に及ぼす効果は限定的であった
ものの、男性よりも女性の方が、学歴、就業
経験、日本社会への適応に関する諸変数の効
果は、きわめて弱いものであった。第 2 に、
不安定な間接雇用とフルタイムの直接雇用
とで、所得の比較を行ったところ、一般に言
われているほどの大きな相違は見られなか
った。その理由として、非正規雇用の中でも、
派遣・請負などのフルタイムの間接雇用者に
対しては、パート・アルバイトと比較して、
相対的に高い賃金が支払われていることが
関係している。また、日本人と比較して差別
的な処遇を受けている可能性があることも
考えられるが、この厳密な検証は、今後の課
題である。 
第 3に、間接雇用の形で働く日系ブラジル

人の多くは、時間当たりで賃金が支給される。
その結果、年収に対しては、週当たり労働時
間の効果が、他の人的資本よりも非常に強い
効果をもつことが明らかになった。第 4 に、
日系ブラジル人が、現状で効率的に所得を高
めるには、長時間労働や残業を提供する雇い
主を見つけることが、非常に効果的である。
社会関係資本の効果について検討したとこ
ろ、ブラジル人同士のネットワークは、より
長時間労働の職場を探索するのに効果的で
あることが、明らかとなった。ブラジル人同
士の結束型の社会関係資本は、労働時間を媒
介にして、所得を高める効果を有することが
わかった。 
最後に、世代間での階層移動の可能性を検

討するために、子どもの教育達成、具体的に
は子どもの高校進学について分析を行い、次
のことが明らかとなった。第 1に、家族の社
会経済的背景として、親の学歴、父親のフル
タイムの直接雇用の就業と母親の就業が、子
どもの高校進学の可能性を高めることが明
らかとなった。日系ブラジル人の多くが、間
接雇用をはじめとする非正規雇用のセクタ



 

 

ーに包摂されていることをかんがみると、安
定的な雇用が、子どもの進学においても重要
な意味をもつことがわかった。第 2に、親子
の言語使用の状況は、親子関係を左右する重
要な要因である。親が十分な日本語能力を有
することで、子どもとの間で役割の逆転が起
きにくく、十分な親ら子への教育のサポート
が可能になる。こうした親子間での文化変容
のあり方は、一致型文化変容と呼ばれており、
こうした状況について、親の日本語能力を指
標に用いて検討を行ったところ、高い親の日
本語能力は、子どもの高校進学の可能性を高
めることが、分析から示された。 

第 3に、子どもの来日時期について検討し
た。移民の 1.5 世代や第 2世代のホスト社会
への適応のあり方については、様々な議論が
なされている。分析では、10 歳から 14 歳の
時期に来日した子どもほど、高校進学の可能
性が小さくなることが分かった。 

第 4に、受け入れの文脈という概念を用い
て、高校進学の可能性についての地域間比較
を行ったところ、ブラジル人の人口が集積し、
以前からにブラジル人をはじめとする移住
者支援を自治体が積極的に行ってきた浜松
市に居住するブラジル人ほど、その子どもの
高校進学の可能性が高まることが明らかと
なった。 

第 5に、親のトランスナショナリズムの効
果について検討したところ、家族が、日本と
ブラジルを数回行き来した経験があるほど、
子どもの高校進学の可能性が低下すること
が分かった。日系ブラジル人の日本での法的
滞在地位は、日本とブラジルとの自由な往来
を可能にするものである。来日後、一貫して
日本に居住を続けるものもいれば、日本とブ
ラジルを行き来しながら、生活するものもみ
られる。そうした国境を越えた生活形態は、
子どもの高校進学に不利に働くことが、あら
ためて確認された。 
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